
第 6回 開催日時 2021 年 12 月 10日（金）13:00-17:00
オンライン開催（Zoom ミーティング）

第 6回テーマ 図書館と学生との協働：その目的と効果を検証
今回(第６回)は２０２１年度研修分科会の最終回となります。今年度の研修分科会は下

記に記したテーマ*により、これからの大学図書館サービスの高度化に資することを期して
きたところです。
そして今回は「学生との協働」をテーマとして取り上げることとしました。

「学生との協働」とは、大学図書館サービスの全体像の中でどのような位置づけになるの
かを一度じっくり考える機会を設定してみました。大学図書館サービスは各々の大学にお
ける教育・研究支援を実現するうえで重要な役割を果たすものですが、これが図書館職員
のみの働きで十分に機能するものではありません。そこには教育の主体を担う教員との協
働が不可欠であることは自明です。一方、教育を受容する学生との協働は如何でしょう
か。主体的な学び・アクティブラーニングの重要性が取り上げられて既に相当の期間を経
てきました。ラーニングコモンズなど学修環境の整備も各大学での相当な努力により成果
を上げてきています。
いま、多くの大学において学生が図書館・情報センター等の各組織のスタッフの一員と
して参加する形で協働の具体的な実態が大学ごとに様々な形で進んできました。そこで、
皆さんの図書館では学生との協働を検証することにより、今後の図書館サービスの目標・
課題等を共に考えていきたいと思います。

Time table
13:00-14:45 活動報告書作成（班ごとの分担執筆）
14:45-15:00 休憩
15:00-16:15 講演：学生と図書館との協働（茂出木理子氏）
16:15-16:30 質疑
16:30-16:45 事例報告「図書館と学生との協働」
16:45-17:00 講演・事例報告まとめ ディスカッション

活動報告書作成 
*2021年度研修テーマ・講演 分担執筆(敬称略)

第１回：コロナ禍で大学図書館の役割を問い直す 阿部，鍬形，高橋
第２回：電子ブックのこれから 北原，竹田，茂木
第３回：バーチャルライブラリーツアー試写会 有川，伊藤，吉光寺
第４回：オープンサイエンスの世界 川岸，小山，横塚
第５回：情報サービス：その裏側の技術から 梅内，砂田，高木
第６回：図書館と学生との協働 胡本，中村，古屋敷
はじめに（研修および報告書の主旨説明） 菊地，小林，横田
編集長（表紙，目次，あとがき，奥付含む） 西崎，松原

事前に編集長から執筆のフォームを提示してもらいます。
書き方に従って，各班のブレイクアウトルームに分かれて，それぞれ実際にこの場で文章
を完成させてください。（画面共有を使って記録係1名がフォームに記入します。）
時間の最後に，集合して全体の調整を行います。進行は編集長にお願いします。
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次年度からの新たな研修事業（立正大学　島田氏）



 
講演 学生と図書館との協働：どうありたいか？を考える   

東京工業大学事務局参事・研究推進部情報図書館課長 茂出木 理子氏 
多くの大学図書館で学生協働による取り組みが様々に進められています。ルーティン業
務としてきちんと行っていくことも重要なことですが，「図書館サービスの高度化に資す
る図書館職員」という観点から，「こうあるべき」ではなく「こうありたい」をキーワー
ドに学生協働を改めて一緒に考えたいと思います。 
 

課題1 参考サイトを読んでおくこと 
茂出木理子. 『東工大生の、東工大生による東工大生のための』謎解き脱出ゲームを実
施して ～『任せ・きる』視点からの学生協働～. 
ラーコモラボ通信 第 76号 2017.11.26 
https://note.com/riko_m/n/n6956ca524c91 
 

課題2 学生との協働事例調査 
各自の大学において，どのような協働を行っているかを調べて，下記のGoogle フォー
ムに記入してください。 
https://forms.gle/84xfx5mPf61ecHd8A 
記入提出期限：12月 3日（金） 
• 「学生との協働」を目的とした企画があれば記入してください。 
• 大学院生によるリサーチ・アシスタント等や，書架整備など定型業務の学生アルバイト
もあれば別の欄で回答してください。 

• あなたの知る範囲で，館内で「学生との協働」について話し合われたことがあれば教え
てください。 
 

 




